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R3第 2回奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島 
世界自然遺産地域科学委員会(20220324) 

世界遺産委員会決議への対応方針（観光管理） 

 

要請事項 

a) Capping or reducing levels of tourist visitation from current levels, especially on 

Iriomote Island, until a critical evaluation of tourism carrying capacity and impacts 

can be conducted and integrated into a revised tourism management plan,  

a) 特に西表島において、観光の収容能力とその影響に関する厳しい評価が実施され、

改定観光管理計画に統合されるまでは、観光客の訪問レベルを現在のレベルに制限

する、または現在のレベルより減少させること。 

 

進め方 

◎観光管理に関する要請事項においては、「特に西表島」となっており、西表を中心と

して取組を進める。 

◎他の３島においては「観光マスタープラン」に基づき、引き続き観光管理の取組を

進める。 

◎世界遺産委員会へ報告するレポートには４島全ての取組を含める。 

 

■西表島 「持続可能な西表島のための来訪者管理基本計画」の改定 

◎西表島部会の下部に作業部会（関係行政機関＋地元関係団体・事業者+専門家）を設

置し、西表島来訪者管理基本計画の改定に向けた検討を進め、2022年度末に改定版

を取りまとめる。 

◎世界遺産委員会に提出するレポートは来訪者管理基本計画改定の中間報告のとり

まとめ結果に基づき、西表島部会事務局が作成。 

◎ロードマップ(2021-2022) 

・2021年度 

8月：西表島部会で作業部会設置及び計画改定の方針・スケジュールを承認 

10月：第 1回作業部会 

11～12月：専門家意見交換・観光エージェント意見交換・関係機関ヒアリング 

2～3月：第 2回作業部会・専門家ヒアリング 

3月：西表島部会で作業部会での検討状況を報告 

 科学委員会を開催し委員からの助言を得る 

・2022年度 

5月：地域連絡会議に進捗報告 

5月：第 3回作業部会（来訪者管理基本計画改定の中間報告の検討） 

6月：西表島部会で来訪者管理計画改定の中間報告の承認 

７月：西表島部会事務局によるレポート案の作成・提出→沖縄県による４島とりまとめ 

９月：科学委員会を開催し委員からの助言を得る 

10月：地域連絡会議においてレポートの合意形成を図る 

第 4回作業部会 
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R3第 2回奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島 
世界自然遺産地域科学委員会(20220324) 

・大手観光エージェント（西表島への送客を行う主な主体を適宜選定する） 

・渡辺信氏、梶田忠氏、内貴章世氏（地元研究機関：琉球大学熱帯生物圏研究ｾﾝﾀｰ西表研究施設）  

・内閣府沖縄総合事務局 

 

■その他３地域 各地域における現行の「観光マスタープラン」に基づく取組状況

の整理 

◎各地域部会の事務局（関係行政機関）が各地域の「観光マスタープラン」に基づく

取組状況を整理し、各地域部会に報告・確認を行ったうえで世界遺産委員会に提出

するレポートを作成する。 

◎ロードマップ(2021-2022) 

・2021年度 

8月：各部会で「観光マスタープラン」に基づく取組状況の整理方針を説明 

2月：各地域部会で取組状況の整理の中間とりまとめを報告・確認 

3月：科学委員会を開催し委員からの助言を得る 

・2022年度 

5月：地域連絡会議に進捗報告 

5～6月：各地域部会でレポート案を報告・確認 

７月：各地域部会事務局によるレポートの作成・提出 → 沖縄県による４島とりまとめ 

９月：科学委員会を開催し委員からの助言を得る 

10月：地域連絡会議においてレポートの合意形成を図る 

（12月１日：レポート提出） 

 


